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　県の事業は広範多岐にわたっており、県議会

が審議し、決定する事項も膨大なものになって

います。このため、本会議に提案された議案な

どを分担して、専門的、能率的に審査する機関

として、常任委員会等が設けられています。�

　滋賀県には５つの常任委員会があり、県議会

の開会中は、予算や条例等の議案の審議、請願

の審査などを行っています。�

　また、閉会中は、継続して調査を要する事項

について委員会を開き、所管する部局から現状

や問題点の報告を受けるとともに、現地調査等

を行い、よりよい県行政が展開されるよう調査

研究活動を行っています。�

所管：政策調整部、総務部、出納局、選挙管理委員
会、人事委員会および監査委員が所管する事項�
今期定例会：平成１６年度滋賀県一般会計補正予算
等５議案および請願を審査�
これまでの活動：中期計画の進行管理、滋賀県科学
技術政策大綱の改訂や滋賀県個人情報保護条例の
改正について調査を行いました。また、滋賀県立
大学で、大学改革や独立行政法人化への取り組み
等について、長
浜バイオ大学で、
運営状況や産学
官連携への取り
組みについて現
地調査を行い、
関係者から説明
を受けました。�

所管：県民文化生活部、土木交通部および収用委員
会が所管する事項�

今期定例会：滋賀県インターネット利用による行政
手続等に関する条例案等５議案を審査�

これまでの活動：東南海・南海地震防災対策推進計
画について調査を行ったほか、近代美術館、防災
航空隊、消防
学校、家棟川
通常砂防事業
および日野川
広域基幹河川
改修事業につ
いて現地調査
を行い、関係
者から説明を
受けました。�

所管：琵琶湖環境部および農政水産部が所管する事
項�
今期定例会：平成16年度滋賀県一般会計補正予算等
４議案を審査�
これまでの活動：琵琶湖淀川水系の水量管理に関す
る検討結果や新たな米政策、遺伝子組換え作物の
栽培に関する滋賀県指針について調査したほか、
サル・イノシシによる農作物被害対策用防護柵の
設置状況や、近江富士花緑公園、栗東市環境セン
ターの運営
状況につい
て現地調査
を行い、関
係者から説
明を受けま
した。�

所管：健康福祉部、商工観光労働部および地方労働
委員会が所管する事項�

今期定例会：滋賀県住みよい福祉のまちづくり条例
の一部を改正する条例案等４議案を審査�

これまでの活動：住みよい福祉のまちづくりや、７
月に２計画が認定された滋賀県経済振興特別区域
等について調査したほか、商工業・労働福祉分野
の振興拠点施設となるコラボしが２１や、若年者の
就業支援を行うため、職業相談から職業紹介まで
一括して行わ
れているヤン
グジョブセン
ター滋賀を現
地調査し、関
係者から説明
を受けました。�

所管：教育委員会、公安委員会および企業庁が所管
する事項�

今期定例会：平成15年度滋賀県工業用水道事業会計
決算の認定を求めることについて等４議案を審査�

これまでの活動：ワールドマスターズゲームズの招
致活動や県立高校普通科の通学区域制度に関する
答申内容、滋賀県暴力的不良行為等防止条例の一
部改正に向けた概要について調査したほか、６月
には県警察学校の教育訓練概要、機動隊の装備資
機材、県立水口東中学校の中高一貫教育の現状
および企業庁甲賀水
道事務所（水口浄水
場）の施設概要につ
いて現地調査を行い、
関係者から説明を受
けました。�
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７月定例会で審議した意見書

第 ７ 号 イラク多国籍軍への自衛隊参加の中止を求める意見書案

意見書番号 件　　　　　　　名 結果

否決

第 ８ 号

第 ９ 号

改正年金法の廃止と公的年金制度の抜本改革を求める意見

書案

県民生活を支える道路整備の推進に関する意見書案

否決

可決

第 10 号 犯罪被害者の権利と被害回復制度の確立を求める意見書案 可決

７月定例会で審議した主な議案

（議員提出）

会第２号

（知事提出）

議第91号

議第92号～

議第93号

議第94号～

議第98号

議第99号～

議第101号

議第102号

議第103号～

議第110号

議第111号

滋賀県議会議員の選挙区の特例に関する条例案

平成16年度滋賀県一般会計補正予算（第１号）

滋賀県インターネット利用による行政手続等に関す

る条例案　ほか１件

滋賀県税条例の一部を改正する条例案　ほか４件

平成15年度滋賀県病院事業会計決算の認定を求める

ことについて　ほか２件

契約の締結につき議決を求めることについて（琵琶湖

流域下水道湖南中部日野第二幹線西横関工区管渠工事）

契約の締結につき議決を求めることについて（膳所

高校管理棟新築工事） ほか７件

専決処分につき承認を求めることについて（上告の

提起および上告受理申立について）

議案番号 件　　　　　　　名 結果

可決

可決

可決

可決

認定

否決

可決

承認

特別委員会副委員長の選出等
平成16年７月13日付けで、小寺裕雄議員（自由民主党・湖翔クラブ）の特

別委員会の所属が、経済振興対策特別委員会から少子高齢化対策特別委員会

に変更になるとともに、同議員が少子高齢化対策特別委員会副委員長に選出

されました。

（要旨）

道路は、活力ある経済社会活動や安全で快適な県民生

活を実現する上で必要不可欠な社会基盤施設であるが、

人口急増県である本県における道路整備はいまだに不十

分である。地域の課題に的確に対応した道路整備を進め

るため、道路財源の一層の充実と地方への重点配分なら

びに第二名神高速道路については国の責任において区間

全体を着実かつ早期に整備されるよう政府・国会に強く

要望する。

（要旨）

犯罪件数が急増し、治安が悪化の一途をたどる中で、

犯罪被害者とその家族に対する人権擁護や救済措置はい

まだに不十分であると言わざるを得ない。犯罪被害者の

救済と被害回復制度の確立を図るため、次の事項を早急

に実現されるよう政府・国会に強く要望する。

１．犯罪被害者の刑事司法を実現すること。

２．犯罪被害者が刑事手続に参加できる制度を創設する

こと。

３．犯罪被害者が刑事手続に附帯して民事上の損害賠償

請求ができる制度を確立すること。

大谷元太郎議員逝去
平成16年８月25日、大谷元太郎議員が逝去されました（享年76歳）。
大谷議員は、昭和42年から10期37年にわたり県議会議員を務められ、

その間、滋賀県議会議長、同副議長を歴任されるなど、地方自治発展
に多大な貢献をされました。
ここに故人のご冥福を祈り、謹んで哀悼の意を表します。


